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【改定の趣旨】 

国土地理院が、沿岸部を中心に、空中写真を撮影し、公開を始めています。 

現在、宮城県と、福島県の一部でしたが、3月 22日以後、より広範囲に「オルソ画像」形

式で公開されるようになりました。 

 また、前回のマニュアル通りに取り込むと、写真と実際の位置がずれて、地図とうまく

重ならないことがわかりました。よって前回のマニュアルを全面的に改めて、こちらを「空

中写真取り込み」マニュアルとして一本化します。 

 

 本マニュアルの作成には、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科の、大島英幹研究

員の協力（手取り足取りのご指導）を頂きました。 

 

 

 

（１） サイトを開く（「正射画像データ（オルソ画像）」 

 
（２）取り込みたい場所を選びます。 

 
 

 

 

 

 



 
 
 

 

（２） 岩手県三陸海岸地区を開いてみました。４つの範囲に分割されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1 地区」を開いてみます。 

 

東西 2 ㎞、南北 1.5 ㎞のメッシュで区切られています。 

広範囲で空中写真を欲しい場合は、今のところ「画像の一括ダウンロード」はあり

ませんので、せっせと開いては取り込むしかないようです。 

（３）先に位置情報ファイルをダウンロードします。 

jgw ワールドファイル（位置情報ファイル）とは、取り込んだ写真に四隅の位置情報を指

定するファイルです。個々の写真と同じ名前で、拡張子だけが変えられています。 

★写真と jgw ファイルは 

常に 1 セット 

（拡張子以外は同じ名前で 

同じフォルダ内に置く） 
jgw 

Jpg 



 
 
 

 

① ワールドファイル（lzh 圧縮形式）をダウンロードしてください。 

 

② 解凍すると、このようなフォルダができます。このフォルダに写真を格納していきます。 

 

中身はこんな感じです。１ｋｂ程度のテキストファイルがたくさん入っています。 

全 エ リ ア を 取 り こ も う と 思 う と 、 写 真 は １ ２ ９ 枚 に の ぼ り ま す 。

 
（４） 写真ダウンロードします。 

地図上の任意のメッシュを選択してクリックすると、写真が開きます。 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

（５） 写真が表示されたら、右クリックで「名前を付けて画像を保存」で保存します。 

 
 

（６） 保存先を、先ほどダウンロードした jgw ファイルがあるフォルダにします。 

 



 
 
 

 

 

（５）地図太郎を開きます 
ファイル→背景地図を開く→「ラスタ（地図画像）」の中の「位置情報のある地図・航空写

真画像（平面直角座標系）」の順で選択します 

 
① 先ほどの画像＆位置情報を入れたフォルダから、画像ファイルを選ぶと、以下のような

ウインドウが開きます。「位置情報のある地図」（平面直角座標系）を選びます。 

② 座標系を選ぶように求められますが、都道府県を選択すると座標系が確定します 

Jgw ファイルと連動しているので名前

は変更しないで 

ください。 



 
 
 

 

③ 空中写真が取り込まれました。 

 
④ 縮尺を上げるとデフォルト設定の海岸線が出ますので、どのあたりの写真 

が取り込まれたのかがわかります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

（６）（１）～（５）の作業を繰り返すことで、写真を連続的に取り込むことが

できます。 
 ※小分けにされた写真を１枚１枚ダウンロードした後、jgw ファイルが入って

いるのと同じフォルダに入れた上で、地図太郎で写真を開く際に、Shift キーを

押しながら、開きたい写真を全部選択します。 

 
            
 
 
１枚１枚の写真について、座標系を聞いてきますので、根気よく「１０系」（岩手県の場合） 

を指定していきましょう。ダウンロードした分の写真が「地図太郎」上で表示されます。 

 

 
 
 
 



 
 
 

 
デフォルトの海岸線や、空中写真間の枠線を消したい場合は、「表示」から、各

種設定を変更してください。 
① デフォルトの海岸線（青い線）を消したい場合 

 
 

 

 
 

このチェックを外します 



 
 
 

② 写真間の枠線を消したい場合 
「表示」→「表示項目の設定」 

 
 

 
１つずつ写真を選択して「詳細」 
をクリックして、枠線をはずします。 

 
 
 
 
 

このチェックボックス

を外します。 



 
 
 

（７）保存する際は、「ファイル」→「ワークファイルを保存」を選び、画像や

位置情報の入ったフォルダに名前を付けて保存します。次に「地図太郎」を開

いた際、「ワークファイルを開く」で開けば、自動的に写真が出ます。 

  
①フォルダごと受け渡しをして・・・・。 
②受け取ったら、「地図太郎」を起動して、 
「ファイル」→「ワークファイルを開く」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③開くファイルは１つだけ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 

④つなぎ合わせた約５０枚の空中写真が一気に表示されました。 

 
 
（８）地形図を取り込んで、オフラインで読み込めるようにしておくと、な

お親切かもしれません。取り込んでみます。 

 
①「Weｂサイト」→「背景地図や各種データのダウンロード」 

 
②「２万５千分の１ウオッちず」を選択 

 
 
 
 
 



 
 
 

③「参照」をクリックして、地図画像の置き場所を、空中写真と同じ場所に指

定します。 

 

④空中写真上に、対応する地図の図名が表示されました。 
範囲指定をすると、地図画像のダウンロードが始まります。 

 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

⑤地形図が重なりました。 

 

⑥地形図を読み込んだら、「ファイル」→「ワークファイルを保存」で、ワーク

ファイルを上書き保存しましょう。次に開いたときは、地図ファイルにも対応

します。 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

○一旦「地図太郎」を閉じて開き直し、ワークファイルを読み込んだ 
初期画面です。空中写真と交互に表示してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「表示」→「表示項目の設定」を選び、「ウオッちず」を選択し、「詳細」を開

きます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

少し「透明度」を 

上げてみましょう 



 
 
 

地形図を透かした状態で、空中写真を見ることができます。 

 

地形図そのものを消したいときは、「ウオッちず」のチェックボックスを外して

ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

このチェックを外す 



 
 
 

（９）地図に描きこみをすることで、被害状況を的確に把握することができま

す。 
①「ファイル」→「編集レイヤの新規作成」 

 
②「津波到達範囲」という面塗りつぶしレイヤを作ってみます。 

 
③端点をクリックしながら、面を作ります。 

 

 
 



 
 
 

④範囲が確定したら、右クリックをすると、範囲名や塗りつぶしスタイルの設

定画面になりますので、設定をして「OK」をクリックします。 

 

塗りつぶしがされました。背景を地形図に変えてみましょう。 

 

 
 

 

 
 
 



 
 
 

⑤海岸線からの到達距離を測ってみます。 
「ツール」→「距離計測」です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海からの到達距離が計測できました。 

 
 

 

（10）ワークファイルを上書き保存すると、作成した面レイヤの保存もされま

すので、名前を付けて地図や画像と同じフォルダに置いてください。 

 
 
 



 
 
 

 その３ おわり 

 
 


